
小矢部川流域下水道 二上浄化センター
（高岡市二上地内）

　汚れた水をきれいにする汚水処理施設には、公共下水道、
農村下水道、コミュニティプラント、合併処理浄化槽など
があります。
　富山県では、平成２年度に全国に先駆けて「全県域下水
道化構想」を策定し、県と市町村が一体となって汚水処理
施設の整備を進めてきました。この結果、令和３年度末の
汚水処理人口普及率は、97.6％と全国第８位になっています。
　現在の４代目の構想となる「富山県全県域下水道ビジョ
ン2018」では、３つの基本方針を定め、全県域の持続可
能な汚泥処理システムの構築を目指し、取り組みを進めて
います。

汚水処理人口普及率の状況
（令和３年度末）

注）普及率は各種整備手法の総処理人口による。

　富山県では、２つ以上の市町村の区域における下水を処
理するために、流域下水道を整備しています。昭和63年３
月には小矢部川流域下水道、平成９年12月には神通川左岸
流域下水道を一部供用開始し、広域的かつ効率的な下水処
理を行っています。

神通川左岸流域下水道 神通川左岸浄化センター
（射水市海竜町地内）

　下水道は、汚れた水をきれいにするばかりでなく、処理した水を消融雪用水に活用したり、下水汚泥を肥料やブロック、
マンホールなどの建設資材に活用したりするほか、下水処理場の敷地の一部を、地域住民が親しみをもてる公園として整備
するなど、下水道のもつ資源や施設をさまざまに活用しています。
　平成25年２月には、二上浄化センターで下水処理水を放流する際の落差を利用した小水力発電施設を整備しました。年
間約８万キロワットアワーの発電能力があります。

普及率　95％以上

普及率　95％未満

凡　　　例

　立山・黒部地域は自然災害から暮らしを守り続けてきた人間の営為を刻む資産が集約的に存在し、いわば自然災害に対す
る防災大国日本のモデルとして、世界でも類稀な山と水と人の織りなす文化的景観を有しています。
　県は関係市町とともに平成19年９月末、｢『立山・黒部』～防災大国のモデル－信仰・砂防・発電－～｣として、文化庁に
世界文化遺産の提案を行い、平成20年９月に｢世界遺産暫定一覧表候補の文化遺産｣と位置づけられました。
　これをうけて、県では以下のような取組みを行っています。

世界遺産登録推進シンポジウム2022

　国際防災学会インタープリベント2018は、「変動帯における大規模な土砂災害と減災
対策」を主なテーマに、世界27の国と地域から749名（うち外国人130名）の砂防技術者、
研究者、行政関係者等が参加し、４日間にわたり富山国際会議場で開催されました。富山
県は、立山砂防の顕著な普遍的価値等のポスター発表やパネル展示を行い、閉会式では、「立
山砂防は顕著な普遍的価値を有しており、今後の世界の人々の参考となるよう、人類共有
の遺産として共有していくべきものである」とする、「富山宣言」が採択されました。

国際防災学会（台湾）でのポスター発表や
VR動画を用いたPR（R5.4）

富山県防災危機管理センターの展示

　立山カルデラ砂防博物館URL  https://www.tatecal.or.jp/tatecal/index.html

　｢立山カルデラ砂防博物館｣と連携し、野外ゾーンでの体験学習会の充実を図り、県民意識の醸成に努めています。体験学習
会の開催を通して、立山カルデラの大自然の営み、そして、その大自然に挑んできた人間の英知と努力の結晶ともいうべき砂
防事業の意義や高い技術などを広く紹介しています。
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県全域に快適な生活環境を11

下水道資源・施設の有効利用33

流域下水道の整備22

●国際防災学会インタープリベント2018

●県民意識の醸成 

下水道の整備6
　水は、人間が生きていく上で欠くことのできないものです。富山県には、清らかな水が豊富にあり、県民の誇りとなって
います。この豊かで清らかな水を県民共有の財産として守り、次の世代に引き継いでいくことが、私たちの責務です。　
　下水道は、今後も、この豊かで清らかな水を守り、快適で衛生的な生活環境をつくるために、大きな役割を果たしていきます。 「立山・黒部」の世界文化遺産登録を目指して1

９月 ｢『立山・黒部』～防災大国のモデル－信仰・砂防・発電－～｣として文化庁に世界文化遺産の提案

６月 白岩砂防堰堤の重要文化財指定（砂防施設として初めて）
10月 国際砂防フォーラム2009（富山市内）

11月 世界遺産条約採択40周年記念富山会議（富山市内）

11月 国際防災学会インタープリベント2014における発表（奈良市内）
３月 国連防災世界会議における発表（仙台市内）

９月 ｢世界遺産暫定一覧表候補の文化遺産｣に位置づけられる

11月 世界遺産登録推進シンポジウム2020（富山市内）

10月 国際防災学会インタープリベント2018における発表（富山市内）

10月 国際イコモス年次総会国際シンポジウムにおける発表（モロッコ王国）

８月 ワルストロム国連事務総長特別代表（防災担当）が立山カルデラを視察
９月 日本イコモス国内委員会富山会議開催（富山市内）

５月（公社）砂防学会「富山大会」
５月 国際防災学会インタープリベント2016（スイス）での周知活動（5/30～6/2）

10月 世界遺産登録推進国際シンポジウム2017（東京都内）
11月 ｢常願寺川砂防施設」の重要文化財指定
12月 日本イコモス国内委員会が「立山砂防施設群」を「日本の20世紀遺産20選」の3番目に選定
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６月 国際防災学会インタープリベント2021における発表（ノルウェー※web開催）Ｒ3

Ｒ 4

Ｒ 5

重要文化財「常願寺川砂防施設」

泥谷堰堤

昭和８年 平成25年

白岩堰堤 本宮堰堤
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美しい県土づくりⅢ

６月 ユネスコ本部で開催された企画展に出展（フランス・パリ）
10月 竣工した富山県防災危機管理センターで立山砂防の価値や魅力を発信
３月 第三回世界防災フォーラムにおける発表（宮城県仙台市）

４月 国際防災学会インタープリベント2023における発表（台湾）

富山県の流域下水道

計 画 処 理 人 口

項 　 目

関 係 市 町 村

計画処理区域面積

258,900人 200,100人

10,806ha 6,998ha

高岡市、砺波市、
小矢部市、南砺市、射水市

富山市、高岡市、
射水市

小矢部川流域下水道 神通川左岸流域下水道

〈基本方針〉
　❶未普及地域の早期解消
　❷汚水処理施設の広域化・共同化
　❸既処理設備の効果的な改築・更新及び運営管理

立山砂防のパネル展示

白岩堰堤大型タペストリー

パリ・ユネスコ本部で立山砂防の価値を説明（R4.6）

たぐいまれ
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　私たちの生活を支える社会資本の整備や維持管理について、県民の皆さんと一緒に考え、取り組みます。

通学路合同点検状況

　市町村などの関係機関、地域住民と密接に連携をとりながら、大規模地震災害を
想定した実践的かつ広域的な災害応急活動等の防災訓練を実施し、防災計画等の円
滑な運用に資するとともに、防災思想の普及啓発を図ります。

　「とやまの土木」を実際に見て頂く「県民見学会」や「県政バス教室」等の行事
を実施することで、社会資本整備の意義と重要性を県民の皆様にご理解頂けるよう
努めています。

　社会資本は、長期にわたり利用されるものです。「川を語る懇談会」や「子ども
砂防教室」、「こども雪教室」の開催をとおして、次世代の主役となる子供達と社会
資本である公共土木施設の役割を共に考えています。

川を語る懇談会（熊野川） 子ども砂防教室（小矢部市） こども雪教室（入善町）

県政バス教室

防災訓練

　道路を利用する県民の皆さんからご提案やご意見を取り入れながら、今あるみちに「ひと工夫」加えることにより、道路がよ
り安全、便利で快適に利用できるようにしています。

既存の道路敷を有効に活用し、歩行空間の確保 右折レーンの２車線化により、右折車の見通しを改善

対策前 対策後対策後対策前

歩行空間の整備例 見通しの改善例

対策実施例 【立山町立高野小学校通学路 県道日中五百石線】

対策後対策前

●横断歩道の手前をカラー舗装化し、注意を喚起する。
●歩道の転落防止柵の高さをより高く、安全なものに更新する。

●見　学（社会資本に対する理解を深めるために）

●教　室（未来に向けて）

景観づくり住民協定 八日町通り（南砺市）

危険箇所の点検 （県道富山戸出小矢部線 戸出西部小学校前交差点）

　地域の景観をより良くしていくため
には、その地域の人たちの自主的・主
体的な景観づくりへの取組みにより進
められることが望ましく、かつ、効果
的です。
　富山県景観条例ではこのような景観
づくり活動を奨励するために「景観づ
くり住民協定」の制度を定めており、
協定に基づいた修景事業等に対して市
町村と連携し、支援を行っています。

　県民の皆さんと一
緒に、清掃などの美
化活動、稚魚の放流
や植栽等の愛護活動
など川や海を守り育
てていく活動を進め
ています。

　NPO法人富山県砂防ボランティア協会と連携・協働して
危険箇所の点検、防災講習会などを実施し、危険箇所の周知
や防災知識の普及、土砂災害に対する共助、自助の意識を高
めます。

　県民との協働による除排雪を推
進する一環として、主要な交差点
やバス停等の歩道に除雪用スコッ
プを置き、地域住民の方々や通行
する方々に、雪だまりなどをひと
かき除雪してもらうものです。

　歩道、路肩、植樹桝などの清掃、草むしり、水やり等のボ
ランティア活動を支援し、県民の皆さんと一緒に、道路沿線
の美化活動を進めています。

道路愛護ボランティア（県道富山高岡線）

普及・啓発活動11

●訓　練　（いざという時に備えて）

県民提案型事業の推進22

●とやまのみちフレッシュアップ事業

　登下校中の児童や散歩中の未就学児等が死傷する事故が全国で相次いだことを受けて、富山県では道路管理者、教育、保育施
設及びその所管機関、警察、地域住民等が連携して、通学路及び未就学児の集団移動経路の合同点検を行い、その結果を踏まえ、
現地の状況に応じた対策を実施し、交通安全の確保に継続的に取り組んでいます。

●通学路及び未就学児の集団移動経路の合同点検による交通安全の確保

地域が主役となる事業の推進33

●景観づくり住民協定

協働44

●ふるさとリバーボランティア支援制度 ●道路愛護ボランティア制度

●砂防NPO協働支援事業 ●雪と汗のひとかき運動

河川愛護活動（高橋川）

河川美化活動（いたち川）

県民の皆さんとの未来づくり2
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安全・安心な暮らしづくりⅣ

あふれた水で濁流と化した道路（魚津市本江新地区）

海から見た富山県鳥瞰図 河川縦断概略図

県内の河川
県外・外国の河川

坪野川（富山市婦中町速星地区）

平成26年7月

平成20年7月

平常時

　　　　　北國新聞 撮影
　平成26年7月20日（1：10頃）

　　　　　北國新聞 撮影
　平成26年7月20日（1：10頃）

　富山県の河川は急流河川のため、堤防や護岸が決壊、損傷するなどの水害が毎年発生しています。
　このため、各河川で堤防の強化、川幅の拡幅、放水路の整備などを計画的に進めるとともに、インターネットによる水位
情報の提供など、ソフト施策の充実を図り、安全で安心な川づくりを進めています。

　坪野川は、富山市婦中町の市街地を流れ、神通川支川の宮島川に合流
する延長約2.3ｋｍの一級河川です。坪野川沿川では、近年、住宅や商
業施設等の開発が進んでおり、局地的な集中豪雨により、平成16年７
月、平成20年７月に浸水被害が発生しました。
　下流の宮島川の改修は、平成５年度に着手し、平成24年度までに坪
野川との合流点までの約1.6ｋｍの整備が完了しました。
　令和４年度には、坪野川のボトルネックとなっているＪＲ高山本線橋
梁の架替工事が完了し、引き続きその上流の河道の拡幅を進め、浸水被
害の軽減を図ることとしています。

　鴨川は、魚津市の市街地を流れ、富山湾に注ぐ延長約3.9㎞の二級河
川です。本川は川幅が狭く、流下能力が小さいため、これまでも浸水被
害が発生しています。　
　近年では、平成26年７月19日～20日の豪雨において、魚津観測所
（魚津市六郎丸）で時間雨量83mm、降り始めからの総降水量
280.5mmという史上最多の猛烈な雨を観測し、床上浸水４戸、床下浸
水11戸の被害が発生しました。
　沿川には住宅等が密集しており、現川改修が困難であることから、魚
津市相木地先から富山湾へ直接洪水を流す放水路を、市街地の道路下に
整備することとし、平成13年度に事業に着手しました。
　振動や騒音の抑制や安全な道路交通の確保に努めながら、放水路の整
備を進め、浸水被害の早期解消を図ることとしています。

3000m級の北アルプスから一気に
富山湾に流れこむ
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とやまビューポイント 灘浦海岸から見る虻ヶ島（氷見市）

令和４年度うるおい環境とやま賞 光の賞
 緑の賞 パッシブタウン（黒部市）

第15回景観広告とやま賞（令和４年）
景観広告大賞・富山県知事賞 ドメーヌ・ボー（南砺市）

　優れた景観を眺望できる地点「とやまビューポイント」（富山県景観
条例の「ふるさと眺望点」の愛称）を、令和３年３月に30地点を追加
指定し、計60地点となりました。
　県公式YouTubeでは、とやまビューポイントをユーチューバー「と
やまるこ」さんが楽しく紹介する動画４本を公開しています。

　県民の皆さんに、景観への関心を一層高めていただくため、毎年、景観づく
りフォーラムを開催し、景観等に造詣の深い講師による講演等を行っています。
　また、うるおいや安らぎを感じさせる建築物・工作物、景観づくりの推進
を目的とした個人又は団体の活動等を公募し、優れたものを表彰する「うる
おい環境とやま賞」等の顕彰事業を行っています。

　住民等が一定の区域を定め、住宅等の建築物の位置、形態・意匠、敷地の
緑化等の景観づくりに関する協定の締結を推進しています。
　この景観づくり住民協定が締結され内容が県に届けられれば、その協定に
基づく修景事業等に要する費用の一部を関係市町村と連携し支援しています。

　良好な景観形成・風致維持、公衆への危害防止を図るため、
県条例により、屋外広告物の規制を行っています。
　立山連峰をはじめとする優れた自然・眺望景観の保全と良
好な沿道景観の形成のため、許可基準等を改正した県条例・
同施行規則を平成22年７月より施行しています。
　また、平成26年には、北陸新幹線からの眺望景観保全のた
め規制地域を見直しました。

　屋外広告物の規制だけでなく、景観広告ガイドラインの発行や「景観広告とやま賞」による顕彰等により、周辺景観と調
和した屋外広告物への誘導に取り組んでいます。

　平成14年に景観条例を制定し、翌年に景観づくりを総合的・計画的に推進するための基本となる「景観づくり基本方針」
を策定しました。
　この基本方針に基づき、県内の豊かで美しい自然景観や田園景観が守り育てられ、良好な景観の都市づくりが行われると
ともに、歴史や文化を生かしたまち並みづくりが進められるよう、各種施策を展開しています。

うるおいある景観づくり11

●とやまビューポイント

●坪野川（富山市）

●鴨川（魚津市）

●景観づくりの普及啓発

　とやまビューポイントからの眺望景観を保全するため、令和
４年３月に眺望景観保全指針を策定しました。優れた景観がよ
りよい形で次代に継承されるよう、関係する土地利用者等、地
域住民及び公共団体の皆様に、協力をお願いしています。

●富山県眺望景観保全指針

●景観づくりに対する支援

屋外広告物の適正化22

●富山県屋外広告物条例に基づく規制

●景観に調和した屋外広告物の普及

安全で安心な川づくり22

　一級河川は、黒部川、常願寺川、神通川、庄川、小矢部川の5水系216河川からなり、その延長は1,171kmです。また
二級河川は、片貝川、早月川など、30水系102河川からなり、その延長は478kmです。

河川の概要11

　富山県には多くの河川が流れており、県民の生活や産業に「恵み」をもたらしてくれます。しかし、ひとたび氾濫すると「脅
威」となり、幾度となく大きな災害を引き起こしてきました。河川が有する二面性をふまえ、水を治め、利用し、水と親し
む川づくりを進めています。

地域の個性を活かした景観づくり3

治水対策の推進1

砺波地域 富山地域 新川地域

眺望景観
保全指針

高岡地域

住民協定に基づく修景事業

「いなみ上新町歩いて楽しめる町づくり協定」
に基づく修景（南砺市）
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